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ふ
た
り

｢

愛
し
て
る
い
つ
ま
で
も
ず
っ
と
一
緒
だ
よ｣

銀
メ
ダ
ル
夫
婦
の
愛
の
輝
き

山
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逸
朗
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秋
め
く
や
案
山
子
祭
り
の
景
品
で
娘
孫
と
く
つ
ろ
ぐ
夢
の
温
泉

伊
藤　

清
子

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

   
  　

　
　

   　
　
　
　
　
　
　
　
　

文
明
と
需
要
の
ギ
ャ
ッ
プ
町
に
な
り
市
に
な
っ
た
村
に
店
は
消
え
た
る

大
岸
由
起
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

    　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

紅
葉
の
遅
き
今
年
の
温
暖
化
初
霜
降
り
て
秋
の
短
か
し
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ず　

な

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

駄
菓
子
屋
が
一
軒
あ
っ
た
こ
の
村
も
子
ら
の
声
な
く
跡
地
は
ポ
ツ
ン

原　
　
　

茂

　
　

  　
　
　
　
　
　
　

                    　
　
　
　

　
　

つ
い
ば　
　
　
　

　
　
　

畑
う
て
ば
小
鳥
一
羽
が
後
に
来
る
啄
み
な
が
ら
私
を
見
つ
つ

小
松　

敏
子

　
　

           　
　
　
　
　

冬
の
使
者
ダ
ム
湖
に
ぎ
わ
う
鴨
達
よ
今
年
も
よ
く
ぞ
き
て
く
れ
ま
し
た

五
百
蔵
利
美

　
　

   　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　

ふ
と
こ
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屈
折
の
あ
る
い
は
全
て
許
さ
れ
て
懐
深
き
文
芸
の
里

森
本　

幸
美

　
　

             　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

友
達
が
私
の
こ
と
が
心
配
で
た
ず
ね
て
来
て｢

今
元
気
で
う
ぶ
す
な｣
に
と
答
え
た
り

岡
本　

初
美

                           
                                     　

　
　
　

                                           　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
日
一
日
良
き
日
で
あ
れ
と
願
い
つ
つ
懸
命
に
生
き
花
咲
く
一
日

畠
山　

千
江

だ
ん
ご
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   　
　

         

　
　
　
　
　

　
　
　
　

   　
　
　
　
　

  　
　

  

段
毎
に
一
円
玉
を
置
き
参
る
孫
と
一
緒
の
阿
波
薬
王
寺

西
後
入　

裕

　

◆
と
さ
や
ま
だ
フ
ァ
ミ
リ
ア
◆

　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

         

う
ば

通
う
の
は
あ
っ
ち
こ
っ
ち
の
病
院
と
通
所
リ
ハ
ビ
リ
箱
入
り
姥
や

雅　
　
　

子

　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　

  　
　

　
　
　
　

   　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　

湯
に
つ
か
り
三
人
姉
妹
ひ
な
び
し
宿
話
は
尽
き
ぬ
し
ら
み
行
く
空

恵　

美　

子

　
　
　
　
　
　
　

   　
　
　
　
　

  　
　

  

高
山
は
も
う
色
づ
き
て
こ
こ
少
し
小
春
続
か
ば
裾
も
模
様
に

八
王
子
小
太
郎

　

◆
高
知
ア
ラ
ラ
ギ
短
歌
会
◆

                                                                                                  

ふ
い
ん          

　
　
　

老
衰
に
て
大
往
生
と
な
り
ま
し
た
秋
め
く
雨
に
訃
音
ひ
と
つ
が

佐
竹　

玲
子

　
　
　
　
　

            　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

萩
の
花
と
も
見
え
て
ア
ベ
リ
ア
の
赤
紫
窓
に
な
が
め
つ
つ
診
察
を
待
つ

佐
々
木
真
里
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く
ら
し　
　

　
　
　

山
並
を
靄
の
上
り
て
明
る
め
り
明
日
の
天
気
が
気
に
な
る
生
活

前
川　

竜
女

　
　
　

       

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

星
な
き
夜
も
光
を
求
め
治
療
は
続
く
私
の
泪
は
汝
の
涙

山
下
由
美
子

　
　
　

       

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

花
言
葉
は｢

栄
光
に
満
ち
た
世
界｣

太
陽
に
挑
み
グ
ロ
リ
オ
サ
咲
く

中
澤　

民
江

　
　
　

       

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

山
深
き
寺
へ
の
道
は
木
々
迫
り
新
宮
ダ
ム
に
水
あ
お
く
満
つ

柳
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寿
麻

と
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遠
つ
祖
が
飢
饉
に
備
え
て
植
え
た
樫
古
木
と
な
り
て
墓
を
守
り
ぬ

小
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紅
に
姿
を
変
へ
し
帚
木
は
生
命
を
つ
く
し
陽
に
か
が
や
け
り

中
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定
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一
体
何
時
刈
る
の
よ
と
自
問
す
る
伸
び
放
題
の
わ
が
家
の
庭
で

吉
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悦
子
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翔
び
た
ち
て
ゆ
け
る
を
祝
ふ
こ
の
ビ
ー
ル
子
は
七
年
目
に
つ
ひ
に
児
を
得
し

古
川　

安
子

　

◆
韮
生
短
歌
会
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田
舎
道
笑
顔
か
は
し
て
会
釈
す
る
軽
ト
ラ
の
人
誰
だ
っ
た
か
な

大
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綏
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口
ず
さ
む
秋
の
七
草
ふ
じ
袴
こ
の
花
に
寄
る
蝶
々
を
待
つ

松
中　

賀
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一
人
居
で
会
話
し
た
く
て
人
を
待
つ
誰
も
来
な
く
て
買
い
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に
出
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門
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明
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こ　
　
　
　
　

た
ま
あ
る
か
だ
れ
こ
け
つ
ろ
と
息
の
メ
ー
ル
こ
ゑ
立
て
笑
ひ
ぬ
土
佐
の
方
言

竹
村　

咲
子

　
　
　
　
　

つ
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い
も　
　
　

一
筋
の
蔓
よ
り
こ
ん
な
に
生
ひ
立
ち
て
不
思
議
こ
ろ
こ
ろ
藷
こ
ろ
び
出
る

公
文　

正
子

◆
「
涛
光
」
グ
ル
ー
プ
◆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  
   

  

東
方
の
山
の
端
次
第
に
明
る
み
て
寒
さ
忘
れ
て
待
つ
初
日
の
出

井
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有
子

と
き　
　
　
　
　

   　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

                                                            

季
め
ぐ
れ
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ま
た
花
ひ
ら
き
実
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憂
い
な
き
こ
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慰
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と
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柚
の
香
と
魚
の
ダ
シ
の
効
い
た
味
母
に
は
敵
わ
ぬ
大
土
佐
の
寿
司

刈
谷
美
代
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

初
春
や
笑
い
飛
ば
そ
う
年
賀
状
同
じ
御
方
に
重
ね
て
出
す
と
は

小
松　

美
鶴
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お
互
い
に
元
気
で
い
よ
う
ね
ま
た
会
お
う｣

光
に
溶
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笑
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と
声
が

秋　
　
　

星

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

  

の　
　
　
　
　
　
　
　
　

           

美
し
き
料
紙
を
展
び
て
み
や
び
な
る
歌
選
び
書
く
心
静
か
に
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佐
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

    

老
人
の
年
忘
れ
よ
と
集
ひ
て
は
歳
を
忘
れ
て
先
頭
で
踊
る

野
島　

富
石

　
　

　
　
　
　
　
　

   　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

こ
の
年
に
な
り
て
思
う
は
新
年
を
迎
え
る
こ
と
の
感
謝
と
よ
ろ
こ
び

野
村　

典
子

　
　

　
　
　
　
　
　

   　
　

  　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

古
傷
が
冬
に
向
か
い
て
痛
さ
増
す
そ
の
痛
さ
こ
そ
生
の
証
し
か

溝
渕　

龍
泉

　
　

　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　
　
　

鶯
の
鳴
き
声
聞
い
て
真
似
す
る
と
だ
ん
だ
ん
近
く
な
り
応
え
る
よ

𠮷
川　

恵
樹

　
　

　
　
　
　
　
　

   　
　

  　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
ば
り

つ
く
ば
い
に
落
葉
は
ら
り
と
飛
び
込
ん
で
辺
り
に
わ
か
に
夜
の
帳
に

藤
本
す
み
子

【
短

歌
】

　
　

広
報
委
員
会　

選

　

俳
句
は
偶
数
月
、
短
歌
は
奇
数
月
に
掲
載
し
ま
す
。
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

掲
載
月
の
前
月
１
日
ま
で
に
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

【
投
稿
先
】
香
美
市
役
所
総
務
課
内
広
報
委
員
会
事
務
局
「
俳
句
・
短
歌
」
係

　
　
　
　

〒
７
８
２－
８
５
０
１
（
住
所
記
載
不
要
）

５
３－

５
９
５
８

か
～
み
ぃ
ち
ゃ
ん

市
立
図
書
館

や
な
せ
た
か
し
」
の
上
映
や
、

a
s
a
k

o
z
iru

s
i

（
尾
﨑
浅
子
さ

ん
）
に
よ
る｢

消
し
ゴ
ム
は
ん

こ
」
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
高

校
生
以
上
対
象
）
、
リ
ユ
ー
ス

本
の
配
布
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

【
日
時
】

２
月
15
日
（
土
）
10
時
～
18
時

【
場
所
】

香
美
市
立
図
書
館
か
み
ー
る

◆
高
知
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

｢

香
美
市
の
遺
跡
展｣

の
お
知
ら
せ

　

香
美
市
の
遺
跡
調
査
で
出
土

し
た
器
や
石
器
な
ど
貴
重
資
料

が
展
示
さ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
お

誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ
ご

来
館
く
だ
さ
い
。

【
展
示
期
間
】

１
月
18
日(

土)

～
２
月
２
日(

日)

【
場
所
】

香
美
市
立
図
書
館
か
み
ー
る

つ
な
が
る
ー
む

◆
蔵
書
点
検
に
と
も
な
う

休
館
の
お
知
ら
せ

　

利
用
者
の
皆
さ
ま
に
よ
り
良

い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め

に
、
蔵
書
点
検
を
行
い
、
所
蔵

資
料
の
状
態
や
紛
失
状
況
の
確

認
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

蔵
書
点
検
期
間
中
、
休
館
で

ご
不
便
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

◆
本
館
か
み
ー
る

　

２
月
25
日(

火)

～
28
日(

金)

◆
香
北
分
館

　

２
月
12
日(

水)

◆
物
部
分
館

　

２
月
13
日(

木)

【
問
い
合
わ
せ
先
】

香
美
市
立
図
書
館
か
み
ー
る

☎
53
・
０
３
０
１

◆
令
和
６
年
度
「
探
究
の
ま
ち

香
美
市

よ
っ
て
た
か
っ
て
生
涯

学
習
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
お
知
ら
せ

　

教
育
へ
の
関
心
を
さ
ら
に
高

め
合
い
・
学
び
合
う
と
と
も
に
、

市
民
間
の
つ
な
が
り
を
育
む
こ

と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

香
美
市
立
図
書
館
か
み
ー
る
で

は
、｢

100
年
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー　

Ｐｉｃｋ  Ｕｐ

朗読CD日本の名作　松平定知が読む芥川龍之介

芥川龍之介/著，松平定知/朗読（日外アソシエーツ）

　現代まで読み継がれる芥川龍之介作品を、元NHKアナウンサーの松平定知

さんが朗読します。

『朗読喫茶　噺の籠～あらすじで聴く文学全集～　檸檬/人間失格/桜の森の

満開の下』梶井基次郎ほか/著，福山潤，緑川光，津田健次郎/朗読

日本文学不朽の名作を現代の人気声優が朗読します。

　こちらの資料は、バリアフリーコーナーにあります。本と同じように、ど

なたでも貸出可能です。耳で聞く読書を楽しんでみませんか。

『木のギフト』お便り紹介

香美市の赤ちゃんに『木のギフト』をプレゼントしています。詳しくは、
新生児訪問の際にお渡しするパンフレットまたは、香美市ホームページ内
の特設ページをご覧ください。
【問い合わせ先】農林課林政班　☎５２ー９２８３  　rinsei@city.kami.lg.jp

申し込みいただいた方からの投稿を募集しています！！

香美市の赤ちゃんに『木のギフト』をプレゼントしています。詳しくは、
新生児訪問の際にお渡しするパンフレットまたは、香美市ホームページ内
の特設ページをご覧ください。
【問い合わせ先】農林課林政班　☎５２ー９２８３  　rinsei@city.kami.lg.jp

香美市から木のギフトを受け取

られた皆さんからのご感想、写

真を募集しています。投稿者の

氏名、写真、写真に映っている

方の名前(ペンネームで構いま

せん)と感想を、下のメールア

ドレスまでお送りください。

こたろうくん

　素敵な贈り物をありがとうござい
ました。これから息子と一緒にたく
さん遊んで思い出を作りたいです。


